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去年の M.F さんが書いてくださった報告書がとても詳しかったので、とても参考になると

思います！！ 

 

§留学前の準備 

・提出書類等 

TOEFL や IELTS の試験で基準点を満たし、医学科教育センターとの面接を行った後、

正式に留学先が決定します。決定後、西川さんから、Groningen 大学の International 

Student Office の Hilma さんのアドレスと、提出すべき書類などが送られてくる。まず

Hilmaさんに、Personal data Sheet、Statement of Purpose、TOEFL成績証明書、希望

する時期と診療科(これはすでに阪大の方で決定済み)、宿泊の情報についての問い合わせを

メール送ります。 

これらを送るとHilmaさんからさらに提出するものを言われる。まず、enrollment form、

emergency form、scanned copy of your passportをメールで送り、また、passport photo(求

められているのはパスポート用の証明写真。僕はパスポートのコピーを送ってしまった)を

郵送する。宿に関しては SSHというサイトで手続きを行うよう指示される。また、Hep B、

TB、MRSAについてのHealth Documentsを提出し、出発前の 2週間以内にMRSAの検

査を行うよう伝えられる。これらは先輩から頂いたものを参考にすれば楽でした。さらに、

健康保険について Aonという保険会社を勧められます。 

 飛行機に関しては、自分で予約し、そのフライトナンバーを Hilma さんに連絡すればい

いです。すると、pickup serviceがいるか尋ねられます。僕は pick upを頼み、到着したら

Groningen 大学の学生が空港で待っていてくれて一緒に電車で街まで行った。てっきり車

かと思っていたが、電車だったので実際のところ頼む必要はそんなにないかもしれない。た

だ、実習前に UMCGを案内してくれる人がその学生だったので、ちょっと仲良くなるには

いいかも。 

 出発直前には、阪大の保健センターでMRSAの検査と胸部レントゲンをする必要があり、

保健センターの先生にサインをいただき、その書類をメールで送る。書類のフォームは先輩

が作成してくださったものがあるはずです。 

 

・麻酔科 

 僕は５年のクリクラで麻酔科をまわっていなかったので、麻酔科にアポを取って冬休み

に数日間実習させてもらいました。麻酔科の方も毎年受け入れているみたいで、普通に OK

してもらいました。クリクラでまわってない人は、事前に数日見ておいた方が絶対いいと思



います。 

 

・宿泊 

 Hilmaさんから SSHを使って寮の予約を行うように言われていたが、僕自身はかなりの

間放置してしまっており、直前に慌てて予約することになった。早めに予約していた人とは、

寮の選択肢の数が減っていたけど、去年までの先輩方が使っていたWinschoterdiep という

寮は残っていたので僕はそこにしました。 

 予約の方法ですが、まず、SSHとは Groningen大学などの学生のための寮を探すコミュ

ニティのようなもので、教えられたアドレスから SSH のサイトにアクセスし、まずは

Registerを行う。トップ画面の上部の Registerのボタンをクリックして進むと、画面の左

側に Reserved Accommodations、右側に Regular Accommodationsと表示されるので、左

側の Reservedの方を選択。そこで、個人情報を入力し、SSHのアカウントを作る。アカウ

ント登録後、寮を選択できます。ただし、寮の予約は毎月 1日からしかできず、月をまたい

で留学する人には困るシステムなので要注意です。僕は、寮に入る前に数日間近くのユース

ホステルに泊まっていました。他の学部のグローニンゲン大学生は、2月から留学がスター

トする人が多いらしくて、安くてきれいなユースはすぐに予約が埋まってしまうので、寮な

ども含めて早めに終わらしてしまうべきです。 

 寮の申込のセットは、布団一式と、オプションでキッチンセットもつけましたが、キッチ

ンセットは高い割に安物感があるうえに、ぼくが泊まったWinschoterdiepから徒歩１０分

にイケアがあるので、イケアで必要なものを買いそろえる方が安く済むと思うので、そうし

てもよかったかもしれません。寮の周りには Jumboという大きいスーパーがあるので、そ

こを使えば便利です。 

  

 

§留学について 

 僕は麻酔科で実習を行っていたので、麻酔科について書きます。長いんでさらっと読み流

してください。 

 麻酔科の実習は、基本的に、朝 7時半にカンファに参加し、カンファ後オペ室へ移動し、

オペの麻酔を見学します。麻酔科の医局は病院の 4 階で、カンファ室は入り組んだ場所に

あるので、最初の案内でしっかり場所を教えてもらいましょう。僕らの担当教員

(supervisor)として 5,6年目ぐらいの先生がついてくれます。初日は supervisorにオペセン

ターの案内や実習の内容を教えてもらい、実習について話します。 

カンファは朝の七時半からで、普段は 30分程度あります。火曜日はカンファ後、先生の

講義 or 発表みたいなのがあり、若い医師や看護師、医学生などがたくさん来ます。カンフ

ァは全てオランダ語なので、内容は正味わからないです。ただ、スライドは英語交じりなの

で、何の話してるかぐらいは分かります。 



 そのあと、オペ室へ移動するのですが、UMCGは１階と３階にオペセンターがあり、自

分がその日どっちに行くべきなのかを把握する必要があります。日ごとに担当のオペ室が

割り当てられており、そのオペ室の手術予定が終わり次第その日の実習は終了といった感

じです。割り当ての表は前日の夕方からオペセンターに掲示されるので、それをチェックし

ておいた方がいいです。前日分からなかった場合は、朝のカンファで上の先生に聞いたら教

えてくれます。オランダでは、麻酔科医と麻酔専門看護師がいて、看護師も医師同様薬の調

節や換気などできるので、片方だけで導入などをすますこともあります。実習生は導入・覚

醒を見学し、ちょっとした手伝いなどをします。最後の方は結構メインどころをやらしても

らったりしましたが、基本的にメインは見学です。オペ中は結構暇なので、誰かが休憩行く

ときに一緒に行ったりします。麻酔科にはまとまった昼休みがない分、休憩をこまめに取っ

て昼ご飯などもすましてしまいます。 

常に supervisorが麻酔を行う部屋に行くわけではなくて、supervisorと一緒になるのは

週に１度くらいで、残りは日ごとに上級医が変わります。これがすごく問題で、上級医は僕

が UMCGでどんな実習を今のところしてきたのか知らないので、なかなか実践的なことを

やらしてもらえません。最初の２週間ほどは実習の内容は先生に任していたんですが、見学

や基本的な介助ぐらいしかやらせてもらえなかったので、supervisor にどうにかしたいと

相談しました。その結果、前日に次の日のオペ室の担当上級医を確認してコンタクトを取り、

自己紹介と、明日の実習ではこんなことをしたいと伝えるようにしました。そのおかげで３

週目からはマスク換気や挿管などもやらしてもらえ、先生もよく構ってくれるようになっ

た気がします。 

 日本と違い、先生側から学生に声をかけてやらせてくれることはなく、自分から積極的に

言っていかないと何もできないまま終わってしまいます。僕は気づくのが遅くなったこと

を後悔しました。見学するオペの内容もだいたい希望聞いてくれるんで、自分の意見はとに

かく口に出した方がいいです！全体的に言えることですが、オランダ人は親切なので、僕た

ちのお願いは喜んで手伝ってくれます。 

 

 

§交通編 

 僕は現地で OV カードを買わずに過ごしたので、そこらへんは今までの人のを参考にし

てください。カードに常に 20ユーロいれる必要があるので、使いきらないと少し損しそう

だったんで、買わないことにしました。買わなくても不自由しなかったんで、どっちでもい

いと思います。カードなしで切符を買おうとしたら、現金かカードかで払うことになるんで

すが、現金だと数ユーロ高くなるのでカード使うのをためらわない人はカードにしたらい

いと思います。 

 ドイツの方へ行くときはバスを使うことになりますが、Flix Bus というのが一番安いバ

ス会社だと思います。ネットから時刻表の検索やカード精算で予約できます。時刻表だけ調



べて、当日朝に行って運転手に支払おうとしたら、ネットと値段が全く違ってびっくりしま

した。ネットやとすごい割引してあったんで、もし使うなら一応気にしといてもいいと思い

ます。 

 

 

§その他 

 オランダで役に立ったアプリがいくつかあるので書いておきます。 

・SkyScanner 

 航空券の検索アプリです。ネットからも普通に検索できるので、それでもいいです。そこ

そこ安い航空券まで、幅広くカバーしてるので、検索アプリの中では使いやすいと思います。 

・9292 

 オランダ鉄道の公式アプリです。時刻検索がすぐできて、遅延情報などもすぐに反映され

ます。 

・CityMap 

 都市の地図をダウンロードしてくれるアプリで、一度ダウンロードすると、ネットが使え

ない状況でも、GPS が詳細な地図に反映されるので、観光の際はとても便利です。ネット

下で行きたい店を調べてチェックをつけておくこともできるので、重宝します。 

 

Facebook で、SSH のページや、寮(僕の場合は Winschoterdiep)のページに入っておく

と、学生同士で自転車や家具を売り買いできて、値段も安めなので便利です。洗濯物を干す

場所がなく、物干しラックを店で買うと運ぶのが大変でしたが、寮の学生から安く譲っても

らいました。また、鉄道のチケットを共同購入したら大幅に安くなるので、学生が何日のど

こどこへ行きたい人いますか？？みたいな感じで参加者を集うページもあります。人数が

集まったら誰かが代表してチケットを買ってくれます。これは、既に入っている人から招待

されるページなんで、寮の学生に聞いてみるのもいいですし、僕に言ってくれても全然いい

です。 

 

 

 

 

 


